
医
療
圏（
阿
倍
野
、
住
之

江
、
住
吉
、
東
住
吉
、
平

野
、
西
成
の
各
区
）の
小
児

・
周
産
期
医
療
の
充
実
へ
、

民
間
病
院
の
早
期
誘
致
を
求

め
る
付
帯
決
議
が
可
決
。
と

こ
ろ
が
小
児
科
医
の
確
保
が

困
難
な
こ
と
な
ど
か
ら
、
公

募
は
２
度
に
わ
た
り
不
調
に

終
わ
り
、
橋
下
氏
は
住
吉
市

民
病
院
の
閉
院
時
期
を
当
初

の
15
年
度
末
か
ら
延
期
し
、

非
公
募
の
随
意
契
約
で
の
誘

致
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

大
阪
市
の
橋
下
徹
市
長
は

３
日
、
住
吉
市
民
病
院（
住

之
江
区
）の
廃
止
後
の
跡
地

に
誘
致
す
る
民
間
病
院
の
事

業
者
を
、
医
療
法
人
「
三
宝

会
」
に
絞
り
込
ん
だ
と
発
表

し
ま
し
た
。
市
は
２
０
１
８

年
４
月
開
院
へ
、
厚
生
労
働

省
へ
の
許
可
申
請
な
ど
必
要

な
手
続
き
を
進
め
る
と
し
て

い
ま
す
が
、
病
床
数
が
現
在

か
ら
激
減
す
る
な
ど
医
療
水

準
の
低
下
は
明
ら
か
。
住
吉

市
民
病
院
を
充
実
さ
せ
る
市

民
の
会
は
、
住
吉
市
民
病
院

の
廃
止
条
例
を
撤
回
し
、
現

地
建
て
替
え
を
求
め
る
陳
情

署
名
運
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

三
宝
会
は
住
之
江
区
内
で

南
港
病
院
を
運
営
。
同
会
の

提
案
に
よ
る
と
、
新
病
院
で

小
児
・
周
産
期
医
療
部
門
の

態
勢
は
小
児
科
医
３
人
、
産

科
医
３
人
の
計
６
人
、
両
科

の
病
床
数
は
計
24
床
。
し
か

し
現
在
の
住
吉
市
民
病
院
は

小
児
科
医
８
人
、
産
科
医
５

人
の
計
13
人
、
両
科
の
病
床

数
は
計
96
床
で
、
医
療
水
準

は
大
き
く
低
下
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　

住
吉
市
民
病
院
の
廃
止
条

例
が
13
年
３
月
に
可
決
さ
れ

た
当
時
、
小
児
科
・
産
科
の

機
能
の
存
続
や
大
阪
市
南
部

　

住
吉
市
民
病
院
を
充
実
さ

せ
る
市
民
の
会
の
松
本
安
弘

事
務
局
長
は
、「
市
が
絞
り

込
ん
だ
医
療
法
人
の
提
案
内

容
は
、
民
間
病
院
誘
致
の
基

準
で
あ
る
13
年
の
付
帯
決
議

に
反
し
、
医
療
水
準
が
あ
ま

り
に
も
後
退
し
て
い
ま
す
。

民
間
病
院
の
誘
致
で
は
住
民

の
願
い
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
が
、
は
っ
き
り

し
ま
し
た
。
廃
止
条
例
を
撤

回
し
、
公
立
の
病
院
と
し
て

存
続
さ
せ
、
現
地
建
て
替
え

を
行
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

水
準
後
退
明
ら
か

住
吉
市
民
病
院
跡
地 

市
が
誘
致
法
人
公
表

公
立
病
院
と

し
て
存
続
を

shikai
テキストボックス
(大阪民主新報・2015年9月13日付)


